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【手続補正書】
【提出日】平成26年4月28日(2014.4.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５２】
　好ましい芳香族アミンの例は、トルイレンジアミン（ＴＤＡ）、特に２，４－ＴＤＡお
よび２，６－ＴＤＡおよびそれらの混合物、ジアミノベンゼン、ナフチルジアミン（ＮＤ
Ａ）および２，２’－メチレンジフェニルジアミン（ＭＤＡ）、２，４’－ＭＤＡ、４，
４’－ＭＤＡまたはそれらの異性体混合物である。トルイレンジアミン（ＴＤＡ）、特に
２，４－ＴＤＡおよび２，６－ＴＤＡおよびそれらの混合物が特に好ましい。８０／２０
および６５／３５の異性体比を有する２，４－ＴＤＡ／２，６－ＴＤＡ異性体混合物がと
りわけ好ましい。
　本発明の好ましい態様は、以下を包含する。
〔１〕気相においてアミンとホスゲンとを反応させることによるイソシアネートの製造方
法であって、
（ｉ）希釈剤およびアミンの総重量に基づいて０．１０重量％超～２５重量％の希釈剤の
存在下、アミンが気化空間において気相に転化され、
（ｉｉ）工程（ｉ）で得たアミンおよび希釈剤含有気体流が、反応空間において気体状ホ
スゲン流と反応してイソシアネートを生成し、
工程（ｉ）で使用する希釈剤が、各々の場合に希釈剤の重量に基づいて９０．００００重
量％～９９．９９９９重量％のホスゲン化工程において不活性である物質および０．００
０１重量％～１０．００００重量％の酸素を含有し、
工程（ｉ）において、気化空間におけるアミンと酸素（Ｏ２）のモル比が１，０００：１
以上であることを特徴とする方法。
〔２〕工程（ｉ）において、各々の場合に希釈剤の重量に基づいて９９．００００重量％
～９９．９９５０重量％のホスゲン化工程において不活性である物質および０．００５０
重量％～１．００００重量％の酸素を含有する希釈剤０．１０重量％超～１０重量％の存
在下、アミンが気相に転化され、気化空間におけるアミンと酸素のモル比が１，０００：
１～１，０００，０００：１の範囲である、上記〔１〕に記載の方法。
〔３〕工程（ｉ）において、各々の場合に希釈剤の重量に基づいて９９．５０００重量％
～９９．９９００重量％のホスゲン化工程において不活性である物質および０．０１００
重量％～０．５０００重量％の酸素を含有する希釈剤０．２０重量％超～５．０重量％の
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存在下、アミンが気相に転化され、気化空間におけるアミンと酸素のモル比が１０，００
０：１～５０，０００：１の範囲である、上記〔１〕に記載の方法。
〔４〕工程（ｉ）において、気化空間におけるアミンと酸素（Ｏ２）のモル比を、気化空
間に供給する希釈剤の絶対体積流量を減らすことにより１，０００：１以上に維持する、
上記〔１〕に記載の方法。
〔５〕工程（ｉ）において使用する希釈剤が、工程（ｉｉ）においてイソシアネート生成
反応が起こった後に再循環された不活性物質を少なくとも部分的に含有する、上記〔１〕
～〔４〕のいずれかに記載の方法。
〔６〕アミンがトルイレンジアミン（ＴＤＡ）である、上記〔１〕～〔５〕のいずれかに
記載の方法。
〔７〕ホスゲン化工程において不活性である物質が窒素である、上記〔１〕～〔６〕のい
ずれかに記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　気相においてアミンとホスゲンとを反応させることによるイソシアネートの製造方法で
あって、
（ｉ）希釈剤およびアミンの総重量に基づいて０．１０重量％超～２５重量％の希釈剤の
存在下、アミンが気化空間において気相に転化され、
（ｉｉ）工程（ｉ）で得たアミンおよび希釈剤含有気体流が、反応空間において気体状ホ
スゲン流と反応してイソシアネートを生成し、
工程（ｉ）で使用する希釈剤が、各々の場合に希釈剤の重量に基づいて９０．００００重
量％～９９．９９９９重量％のホスゲン化工程において不活性である物質および０．００
０１重量％～１０．００００重量％の酸素を含有し、
工程（ｉ）において、気化空間におけるアミンと酸素（Ｏ２）のモル比が１，０００：１
以上であることを特徴とする方法。
【請求項２】
　工程（ｉ）において、各々の場合に希釈剤の重量に基づいて９９．００００重量％～９
９．９９５０重量％のホスゲン化工程において不活性である物質および０．００５０重量
％～１．００００重量％の酸素を含有する希釈剤０．１０重量％超～１０重量％の存在下
、アミンが気相に転化され、気化空間におけるアミンと酸素のモル比が１，０００：１～
１，０００，０００：１の範囲である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　アミンがトルイレンジアミン（ＴＤＡ）である、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　ホスゲン化工程において不活性である物質が窒素である、請求項１～３のいずれかに記
載の方法。
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